
第57回(平 成14年 度)

日本セラミックス協会賞表彰

本会会員の うち,セ ラミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界 に対す る功績顕著 な方,セ ラミックス

の科学技術の研究 ならびに技術上の業績顕著 な方 に贈る 日本セラミックス協会賞 については,協 会賞選考委員会

(功労賞選考委員会,学 術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考委員会)に おいて,昨 年来,被 推薦候補

者(功 労賞は被推薦有資格者名簿か ら;学 術賞12件,進 歩賞10件,技 術賞6件,技 術奨励賞9件,功 績賞2件)

について慎重に選考の結果,第57回(平 成14年 度)受 賞者候補者 として次の28件 の方々を選び,1月24日 開催

の理事会に諮 られ受賞者 として決定 しました.こ こに受賞者 の業績推薦理由を紹介 します.

なお,表 彰式 は,来 る5月30日(金)東 京(霞 が関 ビル内 東海大学校友会館)で 開催 される第78回 通常総会

の席上 において行 われます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞4件]

日本ガイシ(株〉 小原敏人

元 ・セン トラル硝子(株)池 田 勉

近畿大学理工学部 小見山亨

八戸工業大学工学部 増田陽一郎

[学術賞6件]

物質 ・材料研究機構i泉 富士夫

名古屋大学 伊藤秀章

物質 ・材料研究機構i井 上 悟

産業技術総合研究所 大司達樹

関西大学 幸塚広光

東北大学 山崎仲道

[進歩賞4件]

長岡技術科学大学 岡元智一郎

京都大学 川下将一

科学技術振興事業団 河村賢一

東京大学 野口祐二

[技術賞6件]

太平洋セメン ト(株)

グループ代表 尾花 博

ほか 山本泰史 ・大桐哲雄 ・土田良明

松下電器産業(株)

グループ代表 表 篤志

ほか 小椋高志 ・武子太司(松 下通信工業(株))

(株)村田製作所 河野芳明

(株)東芝

グループ代表 小松通泰

ほか 藤内弘喜 ・竹林博明 ・北村和久(光洋精工(株))

(株)豊田中央研究所

グループ代表 須田明彦

ほか 森川 彰 ・曽布川英夫 ・右京良雄

(財)フ ァインセラミックスセンター

グループ代表 福井武久

ほか 稲垣 亨(関 西電力(株))・ 細井 敬(三 菱マ

テリアル(株))

[技術奨励賞7件]

日本特殊陶業(株)市 川圭一

TDK(株)佐 藤茂樹

太陽誘電(株)鈴 木利昌

(株)デ ンソー 内藤 将

トヨタ自動車(株)中 村昌照

(株)INAX前 浪洋輝

宇部興産(株)山 岡裕幸

[功績賞1件]

岐阜県セラミックス技術研究所 島田 忠

功労 賞選考委 員会 委員長:伊 奈輝 三,委 員:宇 田川重和 ・曽我直弘 ・柳 田博明 ・平井敏 雄 ・平野 眞一 ・坂井洋彦 ・牧島亮男 ・佐 々

正 ・国分可紀

学術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞 ・選考委員会 委員長:牧 島亮男,委 員:〔 学術賞 ・進歩賞選考分科会〕 石崎幸 三 ・吉 川

信一 ・土谷敏雄 ・石沢伸夫 ・石 田秀輝 ・武 田保雄 ・板 東義雄,〔技術 賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考分科会〕田村信一 ・藤井清澄 ・近藤和

夫 ・浜地幸生 ・牛込 進 ・山田陽一

Recipients of The 57th CerSJ Awards

注)写 真は日本セラミックス協会賞賞牌(径7cm,中 央部厚 さ1cm,デ ザイン 木村四郎氏)

セ ラ ミ ック ス38(2003)No.4 243



功労賞
こ はら としひと

小原 敏人氏

ファイ ンセラ ミックス産業界への貢献

小 原敏人氏 は,昭 和26年3月 東 京商

科大 学を卒業,同 年4月 日本 ガイシ(株)

に入社 し,以 後,化 学工業向け機 器装置,

電力用碍子 を中心 に同社 の事業全般 およ

びセ ラミックス業界の発展 に尽力 した.

特 に化学工業向け機 器装 置の実用化 に際

して は,耐 酸磁 器 や セ ラ ミック フィル

ター などについて,開 発 営業 として客先

への積極的な営業活動 を行 い,同 社事業

の柱 の一つ に育て上げた.こ れが碍子以

外への事 業多角化 の先鞭 とな り,現 在 の

同社 の主 要事 業 であ るセ ラ ミックス事

業,エ ンジニ アリング事業,エ レク トロ

ニ クス事 業な どの発 展に多大 な貢献 を果

た している.

さらに,同氏は 日本電磁 器協 会委員長,

日本下水 道施設協会副会長,フ ァイ ンセ

ラ ミックス セ ン ター(JFCC)副 会長,

日本 ファイ ンセ ラミックス協 会(JFCA)

会長な ど数々の公職 を歴任,特 にJFCC,

JFCAに お いては設立 に携 わ るな ど,産

業界全体 の発展 に大 き く貢献 した.

以 上 の よ うに,同 氏 はフ ァイ ンセ ラ

ミックス事業 の立 ち上 げか ら,産 業 とし

ての確立 まで一貫 して経営者 ・最高責任

者 として関わ り,今 日の同社お よび日本

のフ ァイ ンセラ ミックス産業の隆盛 に果

た した功績 は極 めて多大であ り,日 本セ

ラ ミックス協会功労賞 に値す るもの とし

て,こ こに推薦す る.

略 歴 昭和26年 東京商科大学卒業.同 年B

本ガイシ(株)入社.同48年 取締役.同57年

代表取締役専務取締役.同61年 代表取締役社

長.平成6年 代表取締役会長.同14年 相談役.

同4年 より(財)ファインセラミックスセン

ター副会長.同9年 ～13年(社)日 本ファイン

セラミックス協会会長.

・功 労 賞

いけだ つとむ

池田 勉氏

板ガラス高機能商品開発,

事業化への貢献

池 田 勉 氏 は,昭 和36年 東 京工業 大

学工学部化学工学課程 を卒業,同 年セ ン

トラル硝子(株)に 入社 し,同 社 にお ける

板 ガラス製造技術 基盤 の確立 と技術 開発

に貢献,さ らには板 ガラス加工 品の研究

開発 に携 わ り,同 社 のガラス事業分野 の

拡大,発 展 に大 きく貢献 した.特 に,鏡,

複層 ガラス,自 動車用 ガラス,電 子産業

用 ファインガ ラスの商品開発 において,

飽 くな き探 究心 と生来の独創性 に より,

多 くの高機 能製品 を開発,そ の事業化 に

成功 し,社 会的に も多大 の貢献 を果 た し

た.

昭和61年 か ら,同 社 の松 阪工 場長 と

して製造 ・加工技術 開発,FA化 に取 り

組 む と ともに環 境 問題 の解決 に尽 力 し

た.

平成2年 には,常 務取締役 に就任 し,

ガ ラス分 野全般 において,多 くの研究者,

技術 者 を育成 した.特 に,同 社 のフ ァイ

ンガ ラス部 門の基礎 を短期 間に築 き,同

社 の主 要な事業 の一つ として育 てあげ,

平 面 デ ィス プ レイの普 及発 展 に貢献 し

た.日 本 セラ ミックス協会 におい ても,

平成4年 よ り6年 間にわた り理事 を務め

た.以 上 の ように,板 ガラス製造技術,

各種新商 品の開発 とその事業化 にお ける

貢献 は甚大 であ り,日 本セ ラミックス協

会功労賞 に値す るものと して推薦す る.

略 歴 昭和36年 東京工業大学工学部化学工

学課程卒業.同 年セントラル硝子(株)入社.

同63年 取締役松阪工場長.平 成2年 常務取締

役.同8年 顧問.同9年 監査役.同 アルバッ

ク成膜(株)取締役会長兼務 同10年 セントラ

ル硝子(株)監査役辞任.同12年 アルバック成

膜(株)取締役会長辞任.同12年 セントラル硝

子(株)顧問就任.同13年 セントラル硝子(株)

顧問退任.

功労賞
こ み やま とおる

小見山 亨氏

ガラスに関す る基礎研 究 とガラスおよび

ほうろう産業の発展に対する貢 献

小見 山 亨 氏 は,昭 和33年 大 阪工業

技術試験所 に入所 し,主 としてガラスの

光物性 に関する研 究 に従事 した.特 に,

ガ ラス内の希土類 イオ ンの光吸収や発光

特性等 をガ ラスの構造 変 化 を もた らす

種 々の因子 との関連 において系統 的に調

べ,ガ ラス内の希土類 イオンの存在状態

お よび挙動 を考察 した.一 連 の研究成果

は,そ の後 活発 になった希土類含有 ガラ

スの研 究や レーザー用 ガラス等 の設計 に

対 して知見 を与 える ものである.

また,ガ ラス,ほ うろう,セ ラ ミック

スな どの分野 における産学官連携の コー

デ ィネーシ ョンに取 り組みつつ,各 種の

委員 会,研 究会,団 体等 に関 わる事業の

推進 に貢献 した.特 に,ニ ューガラス に

関す る啓蒙普及活動,研 究会や 国際会議

の開催,研 究 開発計画の提案等,種 々の

事業 に参画 し,ニ ューガラスの研究 と産

業 の展 開に貢献 した.さ らに,日 本セ ラ

ミックス協会 骸郵部 会長 と して,(社)

日本骸郵工業会 との連携 を図 りつつ,初

めて業界が一体 となって対応 した研 究会

や研究講演会 を主催す る等,ほ うろうに

関わる基礎技術の向上,産 業基盤の整備,

技術者 の育成 などに努めた.'

以上 のように,ガ ラス,ほ うろう分野

を中心 と した学会,産 業界,協 会等への

貢献 は多大であ り,日 本セ ラミックス協

会功労賞 に値す るもの として推薦する.

略 歴 昭和33年 岡山大学理学部化学科卒

業,同 年通商産業省工業技術院大阪工業技術

試験所(現,独立行政法人産業技術総合研究所)

に入所,同58年 同所研究企画官,同61年 同

所ガラス ・セラミック材料部長,平 成元年同

所長,同5年 退官,同 年近畿大学理工学部特

任教授,工 学博士.
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功労賞
ます だ よういちろう

増田陽一郎氏

誘電体薄膜の複合構造制御による

高性能化と機能変換の多様化

増田陽一郎氏は昭和34年 武蔵工業大

学工学部電気通信工学科を卒業し,同年

TDKに 入社,防 衛大学校副学長岡崎清

博士(故 人)に 師事 し電子セラ ミックス

科 学の基礎 を習得 した.昭 和36年 か ら

東北大学電気通信研究所 に勤務 し,そ の

後,昭 和47年 より八戸工業 大学 に奉職

し現 在 に至 っ て い る.業 績 の 第 一 は

Bi,Laイ オ ンを含む複合酸化物強誘 電体

を主体 とした圧電磁器材料の研 究開発 を

行 った.

第二 は,ホ ッ トプ レス 法 に よる透 明

PLZTセ ラ ミックス材料の開発研究 であ

る.こ の研究 はセラ ミックスの合成分野

にホ ッ トプレス法 を取 り入れ単結晶 とは

異 なる電気光学材料の開発 により,光 ス

イ ッチ等電気光学分野 にセ ラミックスの

応用 の可能性 を提案 した.

第三 は,平 成8年 ～平成12年 の5年

間にわた り日本学術振興会未来開拓 学術

推 進事業研究 のプロジェク トリー ダーを

務 め,不 揮発性強誘電体 メモ リ(FRAM)

デバ イスお よび圧電 ・焦電デバイスの研

究をメイ ンテーマ と して,強 誘電体 薄膜

の複合構造化 と高性能性お よび機能変換

の多様化 につ いて種 々の成果 を上げた.

日本 セラ ミックス協会 においては東北北

海道支部長,本 部理事 を歴任 してお り当

協 会へ の貢 献 も多大 で あ り,日 本 セ ラ

ミックス協会功労賞 に十分 に値 する もの

として推薦す る.

略 歴 昭和34年 武蔵工業大学工学部卒業,

同36年 東北大学電気通信研究所,同47年 八

戸工業大学助教授,同54年 教授,平 成6年 東

北大学金属材料研究所客員教授,同7年 八戸

工業大学大学院教授,同8年 同法人理事,同

年～12年 日本学術振興会未来開拓学術研究事

業プロジェクトリーダー,同13年 日本セラミ

ックス協会理事および東北北海道支部長.

学術賞
いずみ ふ じ お

泉 富士夫氏

先導的粉末構造精密化技術の

開発と応用

泉 富士夫氏は角度分散型 お よび飛行

時間中性子回折用 の リー トベル ト解析 プ

ログラム を開発 し,こ れ らを国内外 にひ

ろ く配布 し,講 習会や解説 ・書籍 の執筆

を通 じて 日本 セラ ミックス協会会員の教

育活動 に積極的 に取 り組んだ.こ の多 目

的パ ター ンフィッテイ ング プ ログ ラム

は,部 分 プロファイル緩和や最大エ ン ト

ロ ピー法 に基づ く全パ ター ンフィッテ ィ

ングな どの優れ た機能 を組み込み,前 者

は低角度域 の反射 のフィッテ ィングの向

上 に有効 であること,後 者 は結晶中の電

子 密度 の測定 と不規則構造 の解析 に有用

であるこ とを示 した.ま た,中 性子 な ら

び にX線 を用 いた実験 的研究 で は,高

温超伝導酸化物 を結晶化学的見地か ら系

統 的に研究 し,超 高圧下で合成 された超

伝 導体 の圧力誘起構造変化の解明な どに

優 れた業績 を上 げた.なかで も,蛍石型 ・

炭酸塩 ブロ ックを含 む高温超伝 導体 の結

晶構造 と梯子型超伝導体の変調構 造の解

明は特筆 され る.よ って 日本セ ラミック

ス協会学術賞 に値す るもの として推薦す

る.

略 歴 昭和45年 群馬大学工学部卒業.同49

年群馬大学大学院工学研究科修士課程修了.

同49年 無機材質研究所研究員.同57年 同研

究所主任研究官.平 成13年 物質 ・材料研究機

構 物質研究所主任研究員.同14年 同研究所

主席研究員.理 学博士.

学術賞
い とう ひであき

伊藤 秀章氏

超硬質 セラミックス材料 の創成 と

評価 に関 する研究

伊藤秀章氏は,各 種工具等の使用環境

下で超硬質特性を有し,かつ耐摩耗性と

靱性を備えた高強度セラミックス材料を

創 製 し,そ のCVD(化 学蒸 着)被 覆技術

と超高圧焼結技術 を開発 してきた.そ の

研 究成 果 を以下 に要約 す る こ とが で き

る.

①CVD法 に よ り,遷 移 金属炭化 物,

窒化物,ホ ウ化物等の超硬質非酸化物セ

ラミックスの気相合成 に関す る先導的な

基 礎研究 と,各 種 基材へ のCVD被 覆 に

よる表面改 質へ の応 用研 究 をお こ なっ

た.ま た,マ イ クロ波 プ ラズマCVDに

よる窒化 ケイ素基板上への傾斜構造組織

をもつ高密着 ダイヤモン ド被膜の作製 に

成功 した.

②超 高圧 ・高温処理技術 によ り,ダ イ

ヤ モ ン ド,cBN,各 種超 硬 質 ホ ウ素 化

合物(B60,TiB2な ど)の単相お よび複合

焼結体 を作 製する ことに成功 した.ま た,

これ らの焼 結に適 した原料粉末 の新規合

成法 を開発 した.

③硬 質セラ ミックス廃材の資源循環の

ために,亜 臨界水熱処理 による超硬質焼

結体 の破砕 と粉末 回収 プロセス を開発 し

た.

以上 の ように,同 氏 はセ ラミックスの

気 相合成技術 と高圧力技術 を駆使 して,

超硬 質セラ ミックス材料の創製 と評価 に

関する新分野 を開拓 した。 よって,日 本

セ ラミックス協会学術賞 に値す るもの と

して推 薦す る.

略 歴 昭和42年 名古屋工業大学工業化学科

卒業.同47年 名古屋大学大学院工学研究科博

士課程応用化学専攻修了.同54年 名古屋大学

工学部応用化学科助手.同59年 同大学工学部

附属人工結晶研究施設講師.平 成元年同助教

授.同7年 同大学理工科学総合研究センター

配置換.同11年 同大学難処理人工物研究セン

ター教授.工 学博士.
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学術賞
いのうえ さとる

井上 悟 氏

ガラスの機能化手法に関する研究

井上 悟氏は,ガ ラス材料の新機能発

現手法に関する研究を精力的に進めてい

る.① ガラス研究の高速化に関する研究

:世 界 に先駆 けて コンビナ トリアル化学

の手法 を応用 した ガラス研 究高速化 手法

ならびに装置 を開発 し,新 規ガ ラス形成

系探索研究 を推進 した.こ の研究 はガ ラ

ス産業活性化の面か ら国内外で高 く評価

されている.② ガラス表面への ナノ構造

付加技術 に関す る研究:ガ ラス表面上の

アル ミ金属薄膜 を陽極酸化 によ り,ガ ラ

ス表面 にアル ミナナノ構造 を付加す る技

術 お よびナノサ イズ細孔 中にゾル ーゲ ル

法 や電気 メ ッキ法 で化合物 を導入 し,ガ

ラス表面 に種 々のナノ構造体 を作製す る

新手法 を開発 した.こ の手法 は,応 用性

の高 い非常 に優 れたナノ構造作製方法 と

して国内外 よ り高 く評価 されている.③

光学機能 付加 に関する研究:ガ ラス転移

現象 を応用 した屈折率パ ターン形成,分

相 を利用 した機 能性 ガラス微小球作製,

高膨張ガ ラスに よるサーモクロ ミズム発

現 希土類 イオ ンを高濃度 に含有 するガ

ラスの蛍光発光現象な どのユニークな光

学機能発現手法 を見いだ した.以 上の研

究 は,ガ ラスの科学 ・工学への寄与が極

めて大 き く,日 本セ ラミックス協 会学術

賞 に値す るもの と して推薦する.

略 歴 昭和50年 東京工業大学工学部無機

材料工学科卒業.同52年 同大学院修士課程修

了.同 年4月 同大学工学部助手.平 成元年科

学技術庁無機材質研究所主任研究官.同8-

12年 東京大学工学部特定研究大講座助教授併

任.現 在,物 質研究所機能性ガラスグループ

ディレクター.工 学博士'(東京工業大学).

学術賞
おお じ たつ き

大司 達樹氏

セラ ミックスの高温 引張荷重下 にお ける

遅れ破 壊挙動 の研 究

セ ラミックスを高温構造用材料 として

使 用する には,高 温での引張荷重下 の遅

れ破壊 挙動 の把握 が不 可欠である.大 司

達樹 氏はセラ ミックスの高精度 な高温引

張試験技術 を開発 し,こ れに より長時 間

の クリープ等の高温での遅 れ破壊挙動 を

微 細構造 と関連 させて明 らかに し,そ の

信頼性の確 立 に寄与 した.

同氏は,ま ず,窒 化 ケイ素,炭 化 ケイ

素の静的,動 的お よび繰返 し負荷 での遅

れ破壊挙動 を調べ,静 的負荷(ク リープ)

での き裂進展が著 しい ことを示 した.次

に窒化ケ イ素の クリー プにおけるキ ャビ

ティーの生成 と成長の挙動 を調べ,そ れ

らの寿命 に及 ぼす影響 を明 らか にした.

また,炭 化ケ イ素の クリープ寿命が粒 界

拡散 によるき裂成長 によ り支配 され るこ

とを示 し,こ れ らの材料の寿命予測手法

を確立 した.

さ らに,ア ル ミナ/炭 化ケ イ素 ナノ複

合材料 におい て,粒 界の炭化 ケイ素 ナノ

粒子 の ピンニ ング効果 によ りクリープ抵

抗 が飛躍 的に増大す るこ とを見 出 し,こ

の種類 の複合材料 の強化機構 を明 らかに

した.

同氏 のこれ らの研 究業績 は,日 本 セラ

ミックス協 会学術論文誌等 の著名 な論文

誌 に多 数発 表 され国際的に も高 い評価 を

受けてお り,日 本セラ ミックス協会学術

賞 に値 する もの と推薦 する.

略 歴 昭和56年 名古屋工業大学機械工学科

卒業,同58年 同大学院修士課程修了,同 年工

業技術院名古屋工業技術研究所(現,産 業技

術総合研究所)入 所,平 成2年 工学博士(東

京工業大学),同3～4年 カリフォルニア大学
バークレー校客員研究員,同13年 より産業技

術総合研 究所 シナジーマテリアル研究セ ン

ター総括研究員.

学術賞
こうつか ひろみつ

幸塚 広光氏

ゾル ーゲル法に よる機 能性

セラミックコーテ ィング膜の作製

幸塚弘光氏 は,ゾ ル ーゲル薄膜 におけ

る欠陥の発生原因 を詳細 に検討 し,解 明

した もので主 な業 績 は次 の とお りであ

る.① ゾル過程 の基礎科学:き 裂発生の

その場観察 と膜応力 の測定 を行い,膜 中

に引 っ張 り応力が発生 しき裂発生 を誘起

するこ とを明 らかに した.ま た,そ の場

観 察 と表面 粗 さ測定 に基 づ き,ス ピン

コーテイ ング膜 の表面 に しば しば放射状

凹凸が形成 される原 因は溶媒蒸発時 の対

流 に よっ て発 生 す る こと を見 出 してい

る.② 厚膜化技術 の開発:強 誘電性等の

発現 にはサブ ミクロ ンあるいは ミクロン

オー ダーの厚膜 が望 まれる.そ こで,ゾ

ル に添加 した有機高分子 のア ミド基 を用

い膜応力 を低 減するこ とに成功 し,き 裂

の ない厚 さ1μm以 上 の強誘電体 薄膜 を

1回 の成膜操作 で作製す るこ とに成功 し

た.③ 機 能性 セラ ミック薄膜 の開発:ゾ

ル ーゲル法に基 づ くナノ構造制御技術 ・

結晶配向制御技術 を開発 し,各 種 の機能

性 セラ ミックス薄膜 を開発 してい る.以

上 のように,ゾ ル ーゲル薄膜の基本的 な

種 々の問題点 を詳細 に検討 して,成 膜の

欠陥の原因 を明 らか にし,学 術的,技 術

的に も大 きな貢献 を してお り,日 本セ ラ

ミックス協会 の学術賞 に十分値す るもの

として推薦す る.

略 歴 昭和57年 京都大学工学部工業化学科

卒業.同59年 同大学大学院工学研究科修士課

程 工業化学専攻修了.同60年 同博士後期課

程中退,同 大学化学研究所助手.平 成7年 同

助教授.同10年 関西大学工学部材料工学科助

教授.同14年 同教授,現 在に至る.こ の間,

平成2～3年 米国カリフォルニア大学ロサンゼ

ルス校博士研究員.工 学博士.
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学術賞
やまさき なかみち

山崎 仲道氏

水熱反応 を利用 した リサイクル技術 ・

機能性材料開発 に関する研究

山崎仲道氏 は昭和48年 以来,水 熱化

学 に関す る研 究 を一 貫 して継 続 して い

る.同 氏 は特 に水熱溶液が温度 ・圧力 ・

溶質の種類 と濃度 を制御 す ることに よっ

てイオン反応か らラジカル反応 まで連続

して反応場 と して自由 に制御 で きるこ と

を見 出 し,有 機反応か ら無機 反応 にまた

がる熱水 の反応場特性の研究を展 開 して

きた.特 に同氏 はセラミックスに関する

諸研究 の中で は,セ ラミックス粉 末試料

を中心 に水熱条件下で機械的な圧搾 を加

えることによる焼結類似の新 しい固化現

象 を見 出 し,こ の現象解明 と応用研 究 を

展 開 し,機 能性材料 ・廃棄物処理 ・リサ

イクル技術 ・土木建築材料 として応用 ・

実用化 に挑戦 し成果 を上げた.こ の固化

反 応 は300℃ 以 下で の低 温 度 条件 で あ

り,従 来の焼結で は困難 とされる熱分解

性 あるいはイオン結合性の強い粉末 の固

化反応 に展 開で きる点 にも特徴 を持 ち,

堆 積岩 生成 過程(続 成作 用)と も関連 さ

せ,岩 石化 のシ ミュレーシ ョン,有 機 ・

無機不均質複合材料への展開 をも含 めて

セラ ミックス科学 にお ける今後の新 しい

学 問分 野 として も期待 され る もの であ

る.よ って,日 本 セラ ミックス協会学術

賞に十分値す る もの として推薦す る.

略 歴 昭和40年 高知大学文理学部理学科卒

業.同40年 東北大学助手金属材料研究所.同

48年 高知大学助手附属水熱化学実験所.同61

年高知大学教授附属水熱化学実験所長.平 成

8年 併任高温高圧流体技術研究所長.同11年

神島化学工業(株)技術研究所長.同12年 東北

大学大学院工学研究科教授.

進歩賞
おかもとともいちろう

岡元智一郎氏

セラ ミックスにおけるホッ トスポ ッ ト

現象 とその応用 に関 する研究

岡元智一郎氏 は,高 温超伝導体 と して

知 られているLnBa2Cu307一 δ(Lnは 希土類

元 素)セ ラ ミックス線材 に,室 温 で,あ

る値以上の電圧 を印加す ると,ホ ッ トス

ポ ッ ト現象(線 材 が局所的 に赤熱す る現

象)が 現 れ,多 くの実用的機 能物性が発

現す ることを見出 した.ま た,こ の現象

の発現機構の解明 と,こ の現 象 を利用 し

た種 々のデバ イス を検討 した.そ の業績

の主 なもの を以下 に示す と,

① ホ ッ トス ポ ッ トの発 生 は,線 材 の

PTCR特 性 に起因す ることを明 らかに し

た.

② ホッ トスポ ッ トの移動は,線 材 の酸

化物 イオン伝導 に関連す ることを明 らか

に した.

③ ホッ トスポ ッ ト現象は,定 電流発生

素子,酸 素セ ンサ ー,流 量計,線 材 の臨

界電流密度 を改善する方法,等 に応用可

能 であ ることを見出 した.

本 現象 はPTCR特 性 を有す る線 材 で

あれば発生 し得 るこ とか ら,種 々の材料

にこの現象 を利用 して新 しい機能 を付与

するこ とが で きる.こ れ らの業績 はセ ラ

ミックスの新 たな応用 ・開発の可能性 を

示唆す る ものであ り,機 能性セ ラミック

ス創生 の新展 開の一つ と見 なす ことがで

きる.よ って,日 本セ ラミックス協 会進

歩 賞に十分値す るもの と して推薦す る.

略 歴 平成3年 長岡技術科学大学工学部電

子機器工学課程卒業.同5年 同大学大学院工

学研究科修士課程電子機器工学専攻修了.同

8年 同大学大学院工学研究科博士後期課程材

料工学専攻修了.同 年4月 日本フィリップス

(株)入社.同11年4月 長岡技術科学大学電気

系助手.博 士(工学).

進歩賞
かわした まさかず

川下 将一氏

医療用 セラ ミック微小球 の創製 に

関 する研究

川下将一氏 は,が んを切 除せず局所 的

に放射線 照射 あるいは加温 して治療す る

のに適 したセラ ミック微小球,あ るいは

無色 の抗菌性セ ラミック微小 球 を創 製す

るための指針 を明 らか にした.以 下に同

氏 の研究成果 を要約す る.① リンをイオ

ン注入 した シリカガラス微小 球,高 周波

誘導熱 プラズマ溶融法 によ り作 製 した酸

化 イ ットリウムあるい は.リン酸イ ッ トリ

ウム微小球,結 晶化 ガラス法に より作製

したマ グネタイ トや鉄亜鉛 フェ ライ トを

含 む強磁性結晶化 ガラスや水 溶液か ら析

出 させ たマ グ ネ タイ トの微小 球 につ い

て,こ れらの構造,化 学的耐久性 お よび

磁気 的性質 を調べ ることによ り,深 部が

ん局所治療 に適 したセ ラミック微小 球 を

得 た.② ゾル ーゲル法 によ り,銀 を長期

間にわたって徐放す る,無 色の真球状銀

含有 シリカガラス微小球 を得て,大 腸菌

に対 して強 い抗菌力 を示す ことを明 らか

に した.

以上 のように,同 氏 は医療用セ ラミッ

ク微小球 の創製 に関 して優れた業績 をあ

げてお り,日 本 セラ ミックス協会進歩賞

に値す る もの として推薦す る.

略 歴 平成5年 京都大学工学部工業化学科

卒業.同7年 同大学院工学研究科材料化学専

攻修士課程修了.同10年 同大学院工学研究科

材料化学専攻博士後期課程修了.同 年同大学

院工学研究科材料化学専攻 日本学術振興会特

別研究員.同11年 同大学工学研究科助手.現

在に至る.博 士(工 学).
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進歩賞
かわむら けんいち

河村 賢一氏

イオン注入 およびフェム ト秒 レーザ ーを

用 いた透 明酸化物への機能性付与 と

ナノ加工

河村賢 一氏 はイオ ン注入お よびフェム

ト秒 レーザーの高密度 のエネルギ ーを物

質 に付 与す る手 法 の特徴 を巧 み に応 用

し,以 下 のような優 れた研究業績 を上 げ

た.

① リン酸塩 ガラスにプロ トンを高濃度

に打 ち込 む こ とで,室 温 で10-3Scm　 ユ

とい う最高 のプロ トン伝導度(当 時)を

実現 し,POHと 分子状 の水 と共存が,

高導電性発 現の起源 であるこ とを提案 し

た.ま た,GeO2-Sio2ガ ラス にプロ トン

をイオン注 入す るこ とで,Geの ナ ノ結

晶 を室温 で析 出に成功 した.

② フェム ト秒 パルス レーザーは超高密

度エネルギーだけでな く,高 い コヒー レ

ンス性 を有す る.し か し,後 者の特徴 を

意図的 に微細加工 に応用 した例 はなかっ

た.同 氏は,一 発の フェム トレーザパル

ス を二つ に分 け,試 料の表面 や内部 で時

間的 ・空間的 に重ね合わせる手法 を考 案

し,ダ イヤモ ン ド,シ リカな どの透明で

感光性 をもた ない物質の表面お よび内部

に,微 小 な回折格子 を書 き込む技術 を開

発 した.こ の方法 はフェム ト秒干渉露光

法 と命名 され,注 目を浴びた.

以上 のように,同 氏 の業績 は,イ オン

ビームやフェム ト秒 レーザパ ルス を利用

した透 明酸化物 の機能化 ・ナノ加工の フ

ロ ンティアを拓 くもの として高 く評価で

きる.よ って,日 本 セラ ミックス協会進

歩 賞に十分値す る もの として推薦す る.

略 歴 平成5年 湘南工科大学工学部材料工

学科卒業.同7年 同大学院工学研究科材料工

学専攻修士課程修了.同10年 東京工業大学総

合理工学研究科材料科学専攻博士課程修了.

同年 日本学術振興会特別研究員.同13年 科学

技術振興事業団細野透明電子活性プロジェク

ト研究員,現 在に至る.博 士(工学).

進歩賞
の ぐち ゆう じ

野口 祐二氏

ビスマス層状構造強誘電体の構造と

強誘電物性に関する研究

非鉛系のビスマス層状構造強誘電体は

不揮発性メモリー材料や圧電体材料とし

ての応用が期待されている.野 口祐二氏

はこの物質群の強誘電物性 と結晶構 造 ・

欠陥構造の相関 に関 して先駆的な研 究 を

行 い,重要 な基礎的知見 を得 るとともに,

新規材料 を数多 く発見 した.そ の成果の

主 な ものは,① 陽 イオン空孔 を高濃度 に

含 む希土類置換ス トロンチ ウム ・ビスマ

ス ・タンタル酸化物の合成 と構造解析 を

行 い,分 極反転電界 を広範囲で制御で き

るζ とを見 出 した.② チ タン酸 ビスマス

の格子欠陥 に着 目 し,酸 素空孔濃度の低

減 に より,分 極特 性を向上 させ ることに

成功 した.③ 各種単結晶の育成お よび交

代層構造体 の合成 を手が け,結 晶構造 ・

ドメイ ン構造 ・格子欠陥 と分極反転挙動

との 関連 な どに関す る基 礎 的知見 を得

た.こ れ ら一連 の研究成果 は,鉛 を含 ま

ない強誘電体 の開発 に指針 を与 える とと

もに,強 誘電体 の基礎科学 の発展 に貢献

する ものである.よ って 日本 セラ ミック

ス協 会進歩賞 に値 する もの として推薦 す

る.

略 歴 平成9年 長岡技術科学大学材料工学

専攻修了.同9年 長岡技術科学大学工学部助

手.10年 東京大学大学院工学系研究科助手.

13年 東京大学生産技術研究所助手,現 在に至

る.14年 より科学技術振興事業団さきがけ研

究 「秩序と物性」研究員.博 士(工 学).

技術賞
お ばな ひろし

尾花 博氏

資源循環型社会構築に対応する

エコセメント生産技術の開発

尾花 博氏らの研究は,塩 素分や重金

属類等の環境上の有害成分を含むため,

従来適切な処理が困難で埋め立て処分さ

れる しかなかった都市 ゴ ミ焼却灰 を安全

で有用 な建設 資材 としてのセメン トにリ

サイ クルする技術 である と同時 に多様 な

廃 棄物 を原燃料 として活用 し,さ らに含

有する有害金属 はすべ て資源化 するこ と

を考 えたゼ ロエ ミッシ ョン技術 で もあ

る.社 会的観点か ら今後 さらに問題化が

進む と予測 される都市 ゴ ミの処理方法 と

して,埋 め立て とい う依然 として環境 リ

ス クをともな う方法か らの脱却 を果 た し

た点でその社 会的意義 は極 めて高 い と思

われ る.既 に実際に商 品化 がなされ,実

動設備 も既 に千葉 県に導入 されて実証 が

進 め られて お り,次 の導 入 も自治 体 に

よって計画 されている.こ の技術 の もた

らす効果 としては環境 上のみな らず経 済

的 にも大いに期待 されてお り,最 終処分

場の新設が事実上困難な状 況では唯一 の

解 決策 と判 断 され てい るのが 実態 であ

る.こ れ らの総合 シス テムを実現す るに

あた り,各 段階毎 に多 くの困難 な技術課

題 に遭遇 しなが らそのたびにコンセプ ト

を改 め,一 つ一 つ粘 り強 く解決 を して,

最終 的にゼロエ ミッシ ョン技術 を完成 し

た継続 的努力 は賞賛 に値す る.以 上 の如

く同氏 らの業績 は,日 本 セラミ ックス協

会技術賞 に値す る もの として推薦す る.

略 歴 昭和48年 東京工業大学工学部無機材

料工学科卒業.同 年小野田セメント(株)(現,

太平洋セメント(株))入社.粉 砕プロセスの技

術開発に約15年 間従事.セ メント粉砕機(OK

ミル),ダイヤモンド気相合成装置開発を経て,

平成6年 からエコセメン ト生産技術開発 を担

当.現 在,ゼ ロエミッション事業部(エコセメ

ント)担当部長.
やまもとやす し おおぎり

同グループのメンバ ー 山本泰史,大 桐
てつ お つちだ よしあき

哲雄,土 田良明
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技術賞
おもて あつ し

表 篤志氏

圧電 セラミックス複合構造制御 ・

設計技術の開発

表篤志氏 ほか候補者 らは,圧 電ス ピー

カーの音響特性限界 を破 り,そ の イメー

ジを一新す る技術 を開発 した.そ の概要

は,① 微細構造制御 した大型異形圧電セ

ラ ミックス厚膜技術:焼 成が非常 に困難

な緻 密平坦 な異形厚膜 を,添 加剤や焼成

条件 に よる粒成長 や微細構造制御技術で

解決 し,設 計 の音圧 に耐 え音響特性 に正

号す るX字 型のPCM系 セ ラミックス膜

(50μm厚,50mm長)を 量 産 した.②

複合材料 構造 制御 ・設計技術 ニセラ ミッ

クス膜特 性 を最 大限に生 かす複合構造設

計(メ カニ カル2ウ ェイ方式)を 考案 し,

新発想の ラバー変性体 や矩形金属板 との

積層複合デバイス を創 生 した.

その結果,高/中/低 音域(150Hz～

100kHz)で 平坦 な周 波数 特性 を有 した

高音質 フル レンジス ピーカーが初 めて実

現 し,小 型,軽 量,低 消費電力 で高音質

の特 性 が生 きるMDや ドアホー ン に採

用(企 画販売 中,58万 台)さ れた のを

始め,携 帯機器 への応用が拡大 しつつあ

る.さ らに,漏 洩磁場 がないこ とから,

医療分野機器への期待 も大 きい.

以上,長 年培って きた異分野 の技術 を

融合 してセ ラミックス材料単体 の限界 を

打破 した候補者 らの業績 は今後 の良 き範

とな り,日 本セ ラミックス協 会技術 賞に

推薦す る.

略 歴1989年 東京工業大学工学部高分子工

学科卒業.同 年4月 松下技研(株)入社.94年

よりセラミック材料の厚膜応用部品の開発に

従事.圧 電セラミックスの特徴を生かし超薄

型高音質の圧電スピーカーを開発.現 在,松

下電器産業(株)先端技術研究所主任研究員.
お ぐらたか し たけ し

同グル ープの メンバー 小椋 高志,武 子
ふとし

太司(松 下通信工業(株))

技術賞
ニう の よしあき

河野 芳明氏

小型 チ ップ圧 電フ ィルター用積層圧

電材料 ・プ ロセスの開発 および量産化

河 野芳 明氏 は,積 層 セラ ミック技術 と

圧電セ ラミック技術 を融 合 し高度 な性能

を持 つ通信用小型圧 電共振子 の開発 に成

功 した.

同氏が開発 した積層圧電セラ ミックス

は,PZTを 主成 分 とする セラ ミックス

とAg-Pd合 金 の内部電極 か らな る積層

体 で,5-6mmの 厚 み に積層 したブロ ッ

クか ら0.5mln角 の断面 を持 つ ように切

り出された細い新構造共振子である.こ

の技術 によ り広域帯で不要振 動がほ とん

どない,従 来で は不可能であった共振子

特性が実現 され ると ともに,通 信 回路内

の圧電 セラ ミックフィルターの占有体積

を従 来の1/ユ0と 大幅 に低 減 し,携 帯 電

話 等通信 機 器 の小 型化 に大 き く貢献 し

た.こ の開発 は河野氏 による内部電極金

属 と圧電 セラ ミックスの接合信頼性 を高

める技術,相 互反応 を制御す る技術,さ

らに電極構造設計技術等 によるものであ

り,大 き くは①積 層圧 電素 子 を用 いた

フィルター素子の新 しい構造設計,② 高

強度積層圧電 セラ ミック材料の開発,③

小型 かつ高性能 な積層圧電セ ラミックプ

ロセスの開発,が 強調すべ き業績 として

挙 げ られる.こ の圧電セ ラミックフィル

ターは50億 円の年 間売 上 を達成 し,セ

ラ ミックスの社会への貢献か ら見て も特

筆 すべ きであ り,各 種 アクチ ュエ ーター

の高機 能化等 に も技術 の水平展開が進ん

でいる.以 上 の ように同氏 の業績 は顕著

であ り,日 本 セラ ミックス協会技術賞 に

値 する もの として推薦す る.

略 歴 昭和48年3月 大阪大学基礎工学部物

生物理工学科卒業,同 年4月(株)村 田製作所

入社.材 料開発部 に所属 し圧電体材料や半導

体 コンデンサー材料の開発 に従事.同 社北米

法人出向を経て,平 成元年 より積層セラミッ

クプロセス開発に従事.現 在,マ テリアル事

業開発部開発3部 部長.

技術賞
ニ まつ みちやす

小松 通泰氏

セラ ミックス軸受 の開発 と製品化

セラ ミックス軸受 は,(株)東 芝 と光洋

精 工(株)の 共同 開発 に よ り1984年 に世

界 で初 めて商品化 された.

商品化 に当たっては,軸 受素材 に要求

される緻密 質で,高 い強度 と信頼性 を有

する材料(窒 化 ケイ素)技 術,高 精度高

能率な加工技術,セ ラ ミックス材料 を転

が り軸受 と して使用 す るため の設計 技

術,量 産プロセス技術 を共 同で開発 した.

特 に材料 については,イ ッ トリア,ア

ル ミナ焼結 助剤 を世 界 に先駆 け て発 明

し,そ の後 イ ッ トリア,ア ル ミナ,窒 化

アル ミニ ウム,酸 化チ タニウムを添加 し

た 系 を 用 い,常 圧 焼 結 で 高 強 度

(1000MPa)を 実現 す る窒 化 ケイ素(当

時の世界最高 レベル)を 開発 した.

セ ラ ミックス軸受 は,1984年 以 降,

工作機械,真 空機器,半 導体製造装置等

に使 用 されて きたが,1998年 か らは一

般 民 生 用 と してHDDス ビ ン ドル モー

ター用軸受 にも使用 され,広 く産業社 会

に貢 献 して い る.セ ラ ミックス軸受 の

シェアは現在 世界 第1位 であ り,今 後 も

さらに成長が予測 されている.

以上 により,本 業績 は 日本 セラ ミック

ス協会技術 賞を受賞するに値す る と判断

され るので ここに推薦 する.

略 歴1964年 福島県立平工業高校卒業.同

年現,(株)東 芝入社.1973年 から構造用窒化

ケイ素材料の開発,実 用化を担当.1988年 新

素材応用研究所主査.そ の後,高 熱伝導性の

窒化アルミニウム,窒 化ケイ素材料の開発等

にも従事.1991年 日本セラミックス協会創立

100周 年技術功労賞.現 在,同 社材料部品事

業部材料部品開発部開発担当.
とう ない ひろ き

同 グ ルー プ の メ ン バ ー 藤 内 弘 喜,
たけばやしひろあき きたむらかずひさ

・竹 林 博 明,北 村和久(光 洋精工(株))
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技術賞
す だ あきひご

須田 明彦氏

三元触 媒用酸素貯蔵材 セ リア ・ジルコニ

ア固溶体の開発 と実用化

近年の 自動車の排 ガス規 制強化 に とも

ない,三 元触媒の浄化効率向上が求め ら

れている.浄化効率 を高 く保つため には,

貴金属か らなる触媒活性点の周囲の空燃

比 を化学量論組成 に保 つ必要がある.須

田明彦氏 らは,排 ガス中の空燃比の変動

を,三 元触媒 中のセ リア助 触媒の酸素貯

蔵能向上 によ り防止す ることを目的 に研

究 に取 り組 んだ結果,セ リア助触媒の酸

素貯蔵能 を,ジ ルコニ アの固溶 とアル ミ

ナの微細分散 によって飛躍的 に向上 させ

たセリア ージルコニ ア固溶体助触媒の実

用化 に成功 した.す なわち,業 界で初め

てジルコニアをセ リアへ の固溶元素 と し

て導 入 し,か つ高比表面積 を保 ったまま

均一 に固溶 させ る技術 を確立 した.さ ら

には,ナ ノサイズのアル ミナを均質 に分

散 させるこ とに より熱耐久試験後 にも固

溶体 の粒子径 を微細 な状態 のまま維持す

る ことを可能に し,熱 耐久試験後 の酸素

貯蔵能 も大 きく改善 した.こ れ らの結果,

酸素貯 蔵能 はセ リアのみ に比べ て約23

倍 に達 し,NOκ 排 出量 を約1/5に 低減

可能 とした.こ れ らの成 果は 自動車排 ガ

スの クリー ン化 に大 きく寄与する もので

あ り,日 本セ ラミックス協 会技術 賞に値

す るもの として推薦す る.

略 歴1981年 東北大学工学部金属加工学科

卒業.1983年 東北大学大学院工学研究科修士

課程金属材料工学専攻修了.同 年4月(株)豊

田中央研究所入社.粘 土鉱物セピオライトの

用途開発に7年 間,高 温構造用セラミックス

開発に3年 間従事.1993年 より排ガス浄化触

媒用材料の研究開発に従事.1998年 同社主任

研究員.
もりかわ あきら そ

同グル ープの メ ンバ ー 森 川 彰,曽
ぶ かわひで お う きようよしお

布川英夫,右 京 良雄

技術賞
ふく い たけひさ

福井 武久氏

低温作動固体酸化物形燃料電池高性能セ

ルを開発～800℃ 以下で世界最高の出力

密度を達成～

固体酸化物型燃料電池(SOFC)は 高効

率で環境性に優れる次世代の発電システ

ム として,期 待 されている.こ れ まで研

究開発 されて きたSOFCは,作 動温度 が

1000℃ 付 近 と高温のため,構 成 材料 が制

約 され ること,高 コス トまた熱に対 する

信頼性等の問題点 を有 している.本 技術

で はSOFCの 低温作 動化 に着 目し,新 規

材料 を適用 した研究開発 を続け,600～

800℃ の低 温で作 動す るSOFC単 セルの

高性能化 に成功 し,世 界最高の出力密度

を実現 した.達 成 した発電性能 は,800℃

で1.8W/cm2(0.7V時),700℃ で0.9

W/cm2(0.7V時)を 有 し,こ れ までの最

高 であるカナダのグローバ ルサ ーモエ レ

ク トリック社 の値.を約1.5倍 上 回る.今

回開発 した単 セ ルは,燃 料極 にNi-SDC

(サマ リア ドープセ リア),電 解 質 にLa

(Sr)Ga(Mg,Co)03,空 気極にSm(Sr)CoO3

の新規材料 を採用 した.さ らに燃料極 の

高次 ミクロ構造制御 による高性能化お よ

び電解 質,空 気極 のペ ロブスカイ ト系材

料へ の精密な元素 ドープ と組織制御 によ

る特性 改善が成 された.

本成果は,先 行 する欧米 の技術 を追 い

越 す とともにSOFCの 実用化 に貢献す る

ものであ り,日 本セ ラミックス協 会技術

賞 に値 する もの として推薦 する.

略 歴 昭和59年 福井大学工学部工学研究科

修士課程修了.同年4月 東芝セラミックス(株)

入社.平 成2年(財)フ ァインセラミックスセ

ンター入所.主 に電極材料 を対象 とした燃料

電池要素技術研究開発に従事.同14年(株)ホ

ソカワ粉体技術研究所入社.ナ ノ材料の研究

開発に従事.同14年 大阪大学にて工学博士取得.
いながき とおる

同グル ープの メンバ ー 稲垣 亨(関 西
ほそ い けい

電 力(株)),細 井 敬(三 菱 マ テ リアル

(株))

技術奨励賞
いちかわ けいいち

市川 圭一氏(日 本特殊陶業(株))

ジルコニア固体電解質 を用 いた

各種 センサ ーの開発

市 川圭 一氏 は従 来 自動車 用酸 素 セ ン

サー として種 々研究 されて来 たジル コニ

ア固体電解 質につ いて全 く新 しい平面型

構造 の限界電流式 を提案 し,他 分野へ の

応用 の可能性 を開発 ・研究 し,その結果,

業界 で も初 めて となる 「高温用湿度 セン

サー」「直火型湿度 セ ンサー」 「医療用酸

素セ ンサー」の開発 ・商 品化 に多大 なる

貢献 をした.高 温 用湿度 セ ンサーは独創

的な平面型構 造 を持 ち,水 蒸気 を電気分

解 して酸素イオ ンを検 出 して湿度 を直接

測定す ることにより,従 来不可 能であっ

た100℃ 以上 における湿 度計測 を可能 と

した.食 品や木材 の製造 に際 し,100℃

を超 えた工程 における工程 管理 に威力 を

発揮 し品質の安定 に寄与する ことは間違

い ない.ま た,高 温用 湿度 セ ンサー をさ

らに応用発 展 させた直火型湿度 セ ンサー

は水蒸気量 と酸素濃度 を同一のセ ンサー

で同時 に測定す ることにより,酸 素濃度

が変化す る燃焼系 におけ る高温 水蒸気 の

高精度測定 を可能 としたもので ある.さ

らに90%以 上 の高 濃度 の酸素 を長 時間

安定 した測定がで きるセ ンサ ーも今後の

医療分野 で大 きな貢献が期待 され るもの

である.以 上,同 氏 の研究開発 され たこ

れ らセ ンサ ーが今後 の社会 におい て果た

す役割 は極 めて重要 と思 われ,そ の業績

は,日 本 セラ ミックス協会技術奨励賞 に

値す る もの として推薦す る.

略 歴1990年3月 名古屋大学工学部化学工

学科卒業.同 年4月 日本特殊陶業(株)入社,

総合研究所にてジルコニア湿度センサーの開

発開始.高 温用湿度センサーの開発 ・製品化,

直火型湿度センサーの開発 ・製品化を経て,

現在,医 療用酸素センサーの開発に従事.

MDプ ロジェクト主任.
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技術奨励賞
さ とう しげ き

佐藤 茂樹氏(TDK(株))

積層 セラミックコンデ ンサー にお ける

希土類添加効果に関 する研究 と高性能化

積層セ ラ ミックコンデンサ ーは,携 帯

電話,ノ ー ト型パ ソコンなどの小型化 に

重要 な役割 を担 ってい る.ま た積層セ ラ

ミック コンデ ンサー自体 の小型化 は,誘

電体層 の薄層化 と多層化技術 によって実

現 され,現 在,誘 電体 厚 み2μm以 下の

物が市場 に出回っている.

佐 藤茂樹氏 は,積 層 セラ ミックコンデ

ンサー におけ るBaTio、 系 誘電体材 料へ

の希土類 添加効 果による信頼性改善 メカ

ニズム,微 細構 造 と電気特性 の関係 を研

究 し,そ の成 果は以 下のよ うに要約 され

る.

① 希土類添加 と誘 電体 の電子構造,格

子欠陥 に関する現象 を明 らかに した.

② 異 なるイオ ン半径 の希土類 を添加す

るこ とに よ り,BaTio3の 容量温 度特性

を制御する技術 を開発 した.そ の結果,

高温下で使用可 能なNi内 部 電極x8R積

層セ ラミックコンデ ンサーを世界 で初め

て開発 した.

③ コア ・シェル構造 と容量温度特性の

関係 を明 らか にした.

以上 の ように同氏 はNi内 部電 極積層

セ ラミックコンデ ンサーの高性能化 に対

して寄与す ることが大 きい.よ って日本

セ ラミックス協 会技術 奨励賞 に値す る も

の と して推薦する.

略 歴 昭和62年3月 秋田大学鉱山学部電

気工学科卒業.平 成元年3月 同大学院鉱山学

研究科修了.同 年TDK(株)入 社,セ ラミック

事業部配属,同6年5月 基礎材料研究所に配

属.半 導体セラミックスの開発を経て,現 在

積層セラミックコンデンサーの材料およびプ
ロセスの開発に従事.

技術奨励賞
すず き としまさ

鈴木 利昌氏(太陽誘電(株))

セラ ミックス誘電体薄膜 の

準安定構造欠陥 に関 する研究

近年,高 度半導体 プロセス との統合 を

目指 した高集積型薄膜電子 セラ ミックス

の材料 開発 において,非 平衡 的に構造が

凍結 した薄膜の物性 解明での新 たな研究

領域が創出 されている.候 補者 は強 ・高

誘電体 を中心 とした薄膜特異物性発現 の

機構解明 において重要な役割 を果 たす準

安定的 な格子欠陥お よび界面構造 の系統

的かつ詳細 な解析 を行 い,バ ルクでは報

告 されてい ない新規欠陥構造 の発見 と欠

陥導入モデルの提案な ど,薄 膜 セラ ミッ

クスの基礎研 究 において先駆 的な成果 を

上 げてい る(以下概 要).

①ヘ テロエ ピタキシ ャル系酸化物 薄膜

中の格子緩和 にともな う3次 元的な転位

ネ ットワー ク構造 を解明 し,こ れ らの転

位導入機構の提案 と転位 導入抑制 に よる

歪制御 による材料設計指針 を与えた.②

薄膜 にお ける特異 な非化学量 論組成 の結

晶学的許容機構 を明 らか にし,薄 膜組成

制御 の指針 を与 えた.③Bi層 状 強誘電

体薄膜 の界面構造解析 を行い,界 面構造

制御の重要性 を示 した.以 上の通 り,本

成果 はセ ラミックス薄膜研 究において,

局所欠陥構造 解析 とい う新たなマテ リア

ルサ イエ ンス創出 を期待 させ,日 本セ ラ

ミックス協会技術奨励賞 に値 する と信 じ

る.

略 歴1992年3月 東京工業大学工学部無機

材料工学科卒業,1994年3月 同大学院理工学

研究科無機材料専攻修了,同 年4月 太陽誘電

(株)入社.現 在,WirelessInformationNe卜

workグ ループ,先 端材料デバイス部にて高誘

電体薄膜素子の開発に従事。開発グループリー

ダー,2002年 工学博士.

技術奨励賞
ないとう すすむ

内藤 将 氏((株)デ ンソー)

積層平板型酸素センサーの開発

近年の環境問題 に対応す るために,自

動車の排気 ガス浄化 に対 して様々な取 り

組みが なされてい る.こ の 中で も特 に,

排気 ガスの状態 をフィー ドバ ックしてエ

ンジ ン燃焼 を制御す るシステムが排気 ガ

ス浄化 の主流 となってい る.排 気 ガスの

うち炭化水素 はエ ンジン始動初期 に大量

に排 出 され る こ とか ら,上 記 フィー ド

バ ックシス テムにおいて はエ ンジ ン始動

後 にガスセンサ ーを早期活性化する こと

が効果 的で ある.内 藤 将氏は,ジ ル コ

ニアの結晶相比 を制御す ることによ り熱

膨 張率 をアル ミナのそれ に整合 させ,さ

らに焼成収縮率 を調整す ることにより,

ヒー ター部 を構 成 す るア ル ミナ とセ ン

サー部 を構成す るジルコニアの直接接合

を可能 とし,そ れを積層平板型 ガスセ ン

サー に適用 した.そ の結果,効 率的 なセ

ンサー部加熱が可 能 とな り,ヒ ーター部

とセ ンサー部が分 かれた従来 のガス セン

サー に くらべて活性 時間が大幅 に短縮 し

た.こ れは炭化水素排出量の低減 に大 き

く貢献 するもので ある.ま た,本 開発 に

よって得 られた直接接合技術 は ジル コニ

アを基体 とした他 のガスセ ンサーへの応

用 も可 能である.こ れ らの業績 は日本セ

ラミックス協会技術奨励賞 に値す るもの

として推薦す る.

略 歴1990年3月 名古屋大学工学部電子工

学科卒業.1992年3月 同大学院工学研究科修

士課程修了.同 年4月 日本電装(当時)入社 と

同時に同博士課程に進学.硬 質カーボン薄膜

形成に関するプラズマ素過程の研究に従事.

1995年 工学博士.そ の後,薄 膜EL等 の無機

材料の研究開発を経てガスセンサーの設計開

発に従事.
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技術奨励賞
なかむら まさてる

中村 昌照氏(ト ヨタ自動車(株))

自動車 用セラ ミックス部品 および

シナ ジーセ ラ ミックスの研究開発

中村昌照氏 はセラ ミックス基複合材料

の開発 と自動 車用 セラ ミックス摺動材料

の 開発 に精力 的 に従事 して きた.直 噴

デ ィーゼルエ ンジ ンの燃料 噴射 ポ ンプ用

窒化ケイ素 ローラーの開発 では,高 噴射

圧下 における ロー ラーの耐摩耗性 および

耐焼付 き性 の向上 を目指 した.焼 結体 の

微構造 と摩擦 ・摩耗挙動 に着 目し,窒 化

ケ イ素配向焼結体の3次 元各 方向におけ

る摩擦 ・摩耗特性の評価 を行 い,柱 状 晶

の直角方向で摩擦係 数が小 さく,耐 摩耗

性 に優れる ことを見出 した.微 構造 の最

適化,信 頼性評価手法の確 立な ど材料 設

計技術 と接触面積の増大 による ローラー

端部形状の最適化 など形状設計技術 を駆

使 して実用 に供す る成果 を上げた.

また,平 成11年4月 か ら2年 間,フ ァ

イ ンセ ラ ミックス技 術研 究 組合 におい

て,NEDO委 託 の シナ ジー セ ラ ミック

ス の研究開発 に従事 し,摺 動部材用 シナ

ジーセラ ミックス リ基礎研究で成果 を上

げた.

以上 の ように,セ ラ ミックス摺動材料

を対象 として,材 料 の基礎か ら,応 用特

性 の評価,材 料特性 に最適 な設計技術 の

確 立 な ど一 貫 した研 究 開発 に よる学術

上,工 業 上寄与す る ところは極 めて大 き

く,日 本 セラ ミックス協会技術奨励賞 に

値 する もの として推薦 する.

略 歴1992年 名古屋大学大学院工学研究科

金属および鉄鋼工学専攻修了.同 年4月,ト

ヨタ自動車(株)入 社,第12研 究部 にてセラ

ミックス基複合材料,セ ラミックス摺動部品

の研究開発に従事.1999年4月 より2年 間,

ファインセラミックス技術研究組合研究員 と

してシナジーセラミックスプロジェクトに参

画.現 在第5開 発センター 第3材 料技術部担

当員.

技術奨励賞
まえなみ ひろ き

前浪 洋輝氏((株)INAX)

無機質系廃棄物の新しい

水熱固化メカニズムの研究開発

地球環境問題が極めて深刻化する中

で,持 続可能な循環型社会を構築するた

めには廃棄物を再循環する新しい環境技

術 の創 出が必要で ある.前 浪洋輝氏 は低

エネルギー型 の資源循環技術 と して有力

視 さ れ て い る 水 熱 固 化 技 術 を,

CaO-Sio、 反 応系 で は強 度発現 の 阻害 因

子 とされるハ イ ドロガーネ ットの生成 を

招 くAl203成 分 を含 む廃 棄物 に適用 し,

反応場 の制御 に より,従 来不可能 と信 じ

られていたハ イ ドロガーネ ット結 晶の ナ

ノ粒子化 による強度発現 を見 出 し,新 し

い環境技術 の可能性 を拓 いた.さ らに,

水 熱反応 で生成 する物 質であればゼオラ

イ トな どで も,そ の生成粒子サ イズをコ

ン トロールする ことによって強度発現が

可能で,調 湿性 能やイオ ン交換 による重

金属固定化 な どの機 能を持 つ材料 を創生

で きる可能性 も示 した.こ れ らの技術 は,

廃棄物 使用 率60%の 調湿性 能 を有 す る

水 熱固化体 の実用化 に大 きく貢献 した.

以上の成果 は,循 環型社会構 築のための

新 しい環境技術 と しての水 熱固化技術 の

可 能性 を大 き く広 げる とと もに,セ ラ

ミックス技術の進展 に貢献す るものであ

り,日 本 セラ ミックス協会技術奨励賞 に

値す る ものと して推薦す る.

略 歴 平成2年3月 名古屋工業大学工学部

材料工学科卒業.同4年3月 同大学院工学研

究科博士前期課程物質工学専攻修了.同 年4

月(株)INAX入 社.同13年9月 東亜大学大学

院総合学術研究科博士課程総合技術専攻修了.

現在,INAX基 礎研究所素材工学研究室主事.

学術博士.

技術奨励賞
やまおか ひろゆき

山岡 裕幸氏(宇部興産(株))

前駆体 法によるセラ ミックス繊維の開発

ポ リカルボシラ ンを前駆体 とす るセ ラ

ミックス繊 維 の合成 プロセ ス は,高 強

度 ・高耐熱性炭化 ケイ素系繊維 の製造法

として知 られている.候 補 者は,こ の合

成 プロセス を発展 させ優 れた高温安定性

を発揮す るジル コニ ウム含有炭化 ケイ素

繊維 を開発 する とともに,そ の量 産技術

の確立 と事業化 を達成 させた.さ らに,

上記前駆体プ ロセス に低分子量化合物 が

表面 に相分離す る 「ブ リー ドアウ ト」 と

言 う自然現象 を持ち込み,ナ ノ レベルの

表面傾斜構造 を有す る高機 能セラ ミック

ス繊 維 を 勿一ε吻 で合成 す る新 しい プロ

セス も確立 した.こ のプ ロセス によって,

光照射 によ り環境汚染物質 を酸 化分解 で

きる高強度チ タニ ア繊 維の開発 に も世界

で初めて成功 してい る.本 研 究成果は,

英科学雑誌 「Nα嬬 θ」 に論文 と して も発

表 され,国 内外か ら高い評価 を得 ている.

以上の ように,候 補者は前駆体 法に よる

セラ ミックス繊維の合成 に関 して重要な

研究成果 を上 げてお り,そ の成果 は高温

構造材料分野 か ら環境浄化分野 まで幅広

い分野 で確 実に実用化 されつつ ある.一

貫 して前駆体 セラ ミックスの 開発研究 に

従 事 して きた候 補者 の活 躍 は 目覚 ま し

く,こ こに 日本 セラ ミックス協会技術奨

励 賞に推薦 する.

略 歴1989年3月 広島大学理学部卒業.同

年4月 宇部興産(株)入社.1989年 から2000

年9月 まで耐熱性炭化ケイ素系繊維の開発に

従事.こ の間,2000年9月 大阪府立大学大学

院工学研究科博士後期課程修了.2000年10

月より高強度光触媒繊維の研究開発に従事.

主席研究員.2000年 工学博士.
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功績賞
しまだ ただし

島田 忠氏

ファインセラ ミックス研究 開発 による

地場産業活性化

島田 忠氏 は昭和49年 に岐阜 県陶磁

器 試験場(現,岐 阜 県セ ラ ミックス技術

研 究所)に 入所 以来,20余 年 にわた り主

にフ ァイ ンセ ラ ミックス(以 下FCと 記

す)の 研 究開発 お よび技術指 導 に携 わっ

てきた.東 濃地域の重要な地場産業 であ

る陶磁器 は,発 展途上国 との厳 しい競争

に見舞 われ急速 に競争力 を失いつつある

中でFC等 新 分野への転換 を求 め られて

いたが,同 氏 は民 間企業勤務5年 間の経

験 とFCの 研 究 開発 を通 して,地 域 に

FC関 連事業 を次々 に展 開 し,産 業育成

に貢献 してきた.そ の主な業績は以下の

通 りである.

①地域 フロンティア事業お よび岐阜県

陶磁器工業協 同組合連合会の技術 高度化

補助事業 におい て,ア ルミナ,ジ ル コニ

ア素材 お よび製品 開発 に従事 し,FC新

規参入企業 を育成 した.

②遠赤外線セ ラ ミックスの開発 と測定

装置 の導入 によ り,遠 赤外線セ ラミック

ス開発 の中心的 な役割 を果た し,東 濃地

域 での遠赤外線セ ラミックス製品開発 の

原動力 となった.

③核融合科学研究所 との共同研究でセ

ラミックスのマイクロ波焼結技術 を立 ち

上げ,大 きく発展 させ た.そ の成果の一

部 としてマイクロ波関連特許 を地元企業

に実施 許諾 した.

以上,同 氏がFCの 研究 開発,指 導 を

通 して陶磁器産業 の活性化 に寄与 した業

績 は顕著 であ り,日 本 セラミ ックス協会

功績賞 に値す る もの として推薦す る.

略 歴 昭和44年3月 岐阜大学工学部工業化

学科卒業.同 年松下電器産業(株)入社,圧 電

材料の研究開発に従事.同48年9月 岐阜県工

業技術センター(現,製 品技術研究所)勤務

平成10年4月 岐阜県科学技術振興センター勤

務,同11年4月 セラミックス技術研究所研究

開発部長,同12年4月所長.平成9年工学博士.
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